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今
月
二
日
、
岸
田
外
相
が
ロ
シ
ア
を
訪
れ
、
同
国

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
し
、
翌
三
日
、
ラ
ブ
ロ
フ

外
相
と
会
談
し
た
。
岸
田
外
相
に
よ
る
訪
ロ
の
目
的

は
、
今
月
十
五
日
・
十
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
プ

ー
チ
ン
大
統
領
の
訪
日
と
日
ロ
首
脳
会
談
の
事
前
調

整
と
さ
れ
て
い
る
が
、
外
相
会
談
に
臨
む
ラ
ブ
ロ
フ

外
相
は
終
始
険
し
い
表
情
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
会

談
は
不
調
に
終
わ
っ
た
と
の
報
道
も
あ
る
。
北
方
領

土
問
題
の
前
進
が
囁
か
れ
て
い
る
今
回
の
日
ロ
首
脳

会
談
で
あ
る
が
、
そ
の
首
尾
は
日
ロ
外
相
会
談
に
既

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

北
方
領
土
と
日
本
政
府
の
外
交
方
針 

 

                
北
方
領
土
問
題
は
、
安
政
元
（
一
八
五
五
）
年
の

江
戸
幕
府
と
帝
政
ロ
シ
ア
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
日

露
和
親
条
約
に
ま
で
遡
る
。
こ
の
条
約
に
よ
り
、
樺

太
島
は
日
ロ
雑
居
地
と
さ
れ
、
千
島
列
島
は
南
千
島

（
国
後
島
・
択
捉
島
）
が
日
本
領
、
北
千
島
（
占
守

島
以
南
得
撫
島
以
北
）
が
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
。
続

い
て
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
の
千
島
樺
太
交
換
条

約
に
よ
り
全
千
島
列
島
が
日
本
領
と
な
り
、
樺
太
島

は
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
三
十
八
（
一

九
〇
五
）
年
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
り
南
樺
太
が

日
本
領
と
な
っ
た
が
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年

の
ソ
連
対
日
参
戦
に
よ
り
南
樺
太
と
千
島
列
島
な
ら

び
に
北
海
道
の
一
部
で
あ
る
色
丹
島
・
歯
舞
群
島
が

ソ
連
に
不
法
占
拠
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。 

こ
う
し
た
北
方
領
土
問
題
が
日
ロ
間
の
最
重
要
懸

案
事
項
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
戦
後
、

様
々
な
交
渉
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
な
お
解

決
の
糸
口
が
見
出
せ
て
い
な
い
。 

そ
の
原
因
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
国
後
島
・
択

捉
島
・
色
丹
島
・
歯
舞
群
島
の
北
方
四
島
一
括
返
還

論
に
固
執
し
た
日
本
政
府
の
外
交
方
針
に
あ
る
。 

 

日
本
政
府
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
お
い
て
、
南
樺
太

と
千
島
列
島
の
主
権
を
放
棄
し
て
い
る
。
そ
し
て
主

権
を
放
棄
し
た
千
島
列
島
に
国
後
島
・
択
捉
島
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
政
府
自
身
、
国
会
答
弁

で
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
政
府

は
ソ
連
に
「
国
後
島
・
択
捉
島
を
含
む
北
方
四
島
は

北
海
道
の
一
部
で
あ
る
」
と
し
て
返
還
を
要
求
し
続

け
て
き
た
。
い
か
に
ソ
連
が
サ
条
約
に
締
結
し
て
い

な
く
と
も
、
日
本
政
府
の
四
島
一
括
返
還
論
が
無
理

筋
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

な
ぜ
日
本
政
府
は
、
こ
う
し
た
無
理
筋
の
主
張
を

続
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、
日
本
政
府
は
、

日
本
の
国
際
連
合
加
盟
と
日
ソ
国
交
回
復
そ
し
て
シ

ベ
リ
ア
抑
留
者
の
帰
還
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
国
後

島
・
択
捉
島
の
帰
属
を
継
続
協
議
と
し
た
上
で
、
色

丹
島
・
歯
舞
諸
島
の
返
還
を
実
現
さ
せ
る
交
渉
を
展

開
し
、
そ
れ
は
日
ソ
共
同
宣
言
と
い
う
か
た
ち
で
現

実
味
を
帯
び
た
こ
と
も
あ
り
、
四
島
一
括
返
還
論
が

唯
一
の
日
本
政
府
の
外
交
方
針
で
は
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
日
ソ
の
交
渉
過
程
で
米
国
ダ

レ
ス
国
務
長
官
が
、
国
後
島
・
択
捉
島
の
返
還
を
先

神
苑
の
決
意 

「
神
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の
決
意
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送
り
す
れ
ば
、
サ
条
約
に
基
づ
き
沖
縄
の
返
還
も
不

可
能
に
な
る
と
日
本
政
府
を
恫
喝
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
米
国
に
よ
る
干
渉
が
日
本
政
府
の
頑
な
な

ま
で
の
四
島
一
括
返
還
論
の
素
地
と
な
っ
た
こ
と
は

推
測
に
難
く
な
い
。 

 

新
た
な
日
本
外
交
の
あ
り
方 

  

日
本
政
府
の
四
島
一
括
返
還
論
は
、
裏
を
返
せ
ば

南
樺
太
と
北
千
島
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
政
府
は
断
固
と

し
て
南
樺
太
・
全
千
島
列
島
の
返
還
を
要
求
す
る
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
と
し
て
日
本
政
府
は
サ

条
約
に
よ
り
南
樺
太
・
全
千
島
列
島
の
主
権
を
放
棄

し
て
お
り
、
南
樺
太
・
全
千
島
列
島
の
返
還
論
は
成

立
し
な
い
。
そ
の
上
で
日
本
政
府
は
「
南
千
島
は
北

海
道
の
一
部
で
あ
る
か
ら
返
還
せ
よ
」
と
主
張
し
、

状
況
が
錯
綜
し
て
い
る
。 

 

問
題
解
決
の
た
め
の
基
本
線
は
、
ソ
連
対
日
参
戦

は
国
際
法
違
反
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
南
樺
太
・
全

千
島
列
島
な
ら
び
に
色
丹
島
・
歯
舞
群
島
の
占
拠
は

無
効
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
上
で
、
歴
史

を
顧
み
て
、
も
っ
と
も
平
和
的
で
国
際
法
に
適
合
し

た
状
態
ま
で
国
境
線
を
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結
段
階
ま
で
北
方
地
域

の
国
境
線
を
遡
り
、
ロ
シ
ア
に
南
樺
太
・
全
千
島
列

島
の
日
本
の
主
権
を
認
め
さ
せ
た
上
で
、
北
海
道
の

一
部
で
あ
る
色
丹
島
・
歯
舞
諸
島
の
返
還
を
急
ぎ
、

南
樺
太
・
全
千
島
列
島
に
つ
い
て
は
サ
条
約
の
見
直

し
を
同
時
並
行
的
に
進
め
、
新
た
な
国
境
線
と
施
政

権
の
あ
り
方
な
ど
を
議
論
し
つ
つ
、
粘
り
強
く
南
樺

太
・
全
千
島
列
島
の
返
還
を
要
求
し
、
交
渉
を
継
続

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

事
実
、
日
露
和
親
条
約
か
ら
千
島
樺
太
交
換
条
約

そ
し
て
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
ま
で
、
北
方
地
域
の
国
境

線
は
度
重
な
る
変
更
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
日
露
和

親
条
約
に
お
い
て
樺
太
は
日
ロ
雑
居
地
と
さ
れ
る
な

ど
、
柔
軟
で
現
実
的
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
の
が
日

ロ
の
歴
史
で
あ
る
。
北
方
地
域
の
日
本
の
主
権
を
確

認
し
た
上
で
、
先
人
の
知
恵
に
学
び
、
時
間
を
か
け

た
交
渉
と
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
上
で
墓
参
や
里
帰
り
な
ど
元
島
民
へ
の
慰
謝
と

対
策
を
手
厚
く
講
じ
る
こ
と
が
急
務
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

日
ロ
交
渉
を
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
進
め
る

と
安
倍
首
相
は
明
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
言
葉
の
真

意
が
四
島
一
括
返
還
論
へ
の
拘
泥
を
捨
て
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
な
ら
ば
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、「
一
括
」

の
言
葉
が
抜
け
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
「
四
島
返

還
論
」
の
枠
内
に
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
外
交
の
敗
北

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

  
 

ソ
連
対
日
参
戦
と
樺
太
の
神
社 

  

私
事
な
が
ら
、
今
夏
、
南
樺
太
豊
原
市
（
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
の
郊
外
に
て
樺
太
元
島
民
や
そ
の

遺
族
に
よ
る
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
、
祭
員
と
し
て
祭

儀
を
奉
仕
し
た
が
、
祭
儀
の
前
日
、
明
治
四
十
四
（
一

九
一
一
）
年
に
豊
原
市
内
に
創
建
さ
れ
た
樺
太
神
社

の
旧
境
内
地
を
訪
れ
た
。
現
在
は
対
日
戦
勝
記
念
公

園
と
な
り
往
時
を
思
わ
せ
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
参

道
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

樺
太
神
社
で
は
ソ
連
対
日
参
戦
と
ソ
連
軍
の
進
駐

に
よ
り
境
内
の
安
全
確
保
と
祭
祀
の
継
続
は
不
可
能

と
判
断
さ
れ
、
札
幌
神
社
（
現
在
の
北
海
道
神
宮
）

へ
の
御
霊
代
あ
る
い
は
御
祭
神
の
奉
遷
を
企
図
し
た

が
、
神
職
は
苦
渋
の
決
断
に
よ
り
御
霊
代
を
焼
納
し

御
祭
神
を
昇
神
し
た
と
伝
わ
る
。 

こ
う
し
た
出
来
事
は
樺
太
神
社
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

樺
太
各
地
の
神
社
で
は
、
ソ
連
対
日
参
戦
に
よ
り
神

職
が
御
祭
神
を
昇
神
、
御
霊
代
を
奉
遷
・
焼
納
す
る

な
ど
の
非
常
措
置
が
行
わ
れ
た
。
一
部
神
社
で
は
、

ソ
連
兵
に
よ
り
社
殿
や
御
神
宝
が
破
壊
さ
れ
、
境
内

を
蹂
躙
さ
れ
る
屈
辱
に
耐
え
つ
つ
、
ソ
連
兵
の
目
を

盗
む
よ
う
に
祭
祀
を
続
け
、
神
職
が
御
霊
代
を
奉
持

し
つ
つ
引
揚
船
に
乗
り
込
む
と
い
っ
た
悲
し
い
現
実

が
あ
る
と
聞
く
。 

神
道
信
仰
・
神
道
精
神
に
基
づ
き
、
こ
う
し
た
先

人
の
労
苦
に
心
か
ら
の
思
い
を
致
す
も
の
で
あ
り
、

神
社
・
神
職
に
限
ら
ず
全
て
の
元
島
民
の
身
の
上
に

降
り
か
か
っ
た
悲
劇
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本

政
府
の
四
島
一
括
返
還
論
あ
る
い
は
四
島
返
還
論
は
、

こ
う
し
た
南
樺
太
や
北
千
島
に
お
け
る
元
島
民
の
悲

憤
を
横
様
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
ロ
首
脳
会
談
に

お
い
て
は
、
先
人
の
労
苦
を
偲
び
、
そ
の
知
恵
に
学

び
、「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
基
づ
き
、
柔
軟
か
つ

原
則
的
な
対
応
を
日
本
政
府
に
期
待
し
た
い
。 


